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令和５年度第１回三鷹市バリアフリーのまちづくり推進協議会 

令和５年１０月４日 

 

 

【事務局（柳内）】  それでは、定刻となりましたので、会議を始めさせていただきます。 

 本日は御多忙の中、またお足元の悪い中、令和５年度第１回三鷹市バリアフリーのまち

づくり推進協議会に御出席をいただき、誠にありがとうございます。 

 私は、本日進行を務めさせていただきます都市整備部都市計画課の柳内と申します。よ

ろしくお願いいたします。 

 初めに、人事異動等に伴う委員の方々の変更について御報告いたします。東日本旅客鉄

道株式会社の榎本委員から倉科委員に、京王電鉄株式会社の篠田委員から濁澤委員に、小

田急バス株式会社の濱田委員から中村委員に、警視庁三鷹警察署の江藤委員から中村委員

に、東京都北多摩南部建設事務所の照井委員から渡利委員に、東京都西部公園緑地事務所

の永田委員から橋本委員に、変更になりました。 

 続きまして、事前に欠席の御連絡をいただいております委員の方々を御報告させていた

だきます。倉科委員、浅水委員、髙橋委員、浅野委員、照沼委員、玉木委員、橋本委員、

以上７名の方に連絡をいただいております。 

 現在お見えになられていない委員の方につきましては、後ほどお見えになることと存じ

ます。 

 なお、本日の代理を含めた出席人数は２８名となっております。 

 次に、会議等の公開につきまして、お諮りしたいと思います。本会議は、三鷹市市民会

議、審議会等の会議の公開に関する条例に基づき、会議及び会議録を公開することとなっ

ております。会議のために録音、写真撮影をさせていただきますので、御了承くださいま

すよう、よろしくお願いいたします。 

 次に、本日の資料について確認させていただきます。クリップ留めのものと茶封筒がご

ざいますが、まずクリップ留めの資料を御用意ください。１枚目から、第１回議事次第、

２枚目に協議会委員名簿、３枚目に座席表、４枚目に意見票、そして以下ホチキス留めに

なります。資料１ 改定に向けた考え方と今年度の取組について、資料２ 特定事業等の

取組・ソフト施策の取組の状況調査結果、資料３ まち歩きワークショップについて、資

料４ 現行基本構想の生活関連施設・経路の位置図をお配りしております。 
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 次に、茶封筒の中の資料の確認をさせていただきます。第２回の協議会用の資料として、

１枚目に第２回の議事次第、その次に資料１ まち歩きワークショップについて、参考資

料、こころと社会のバリアフリーハンドブック（抜粋版）をお配りしております。 

 資料１につきましては、まち歩きの班ごと、Ａ・Ｂ・Ｃ班用でそれぞれ分かれており、

茶封筒の表面右上にＡ班の方はＡと表記しておりますので、御自身の封筒の中身と、お配

りしたものを確認いただければと思います。そのほか、Ｃ班予定の方々には集合場所変更

通知も同封しております。 

 資料の確認は以上になりますが、お手元に資料が見当たらない方がおりましたら挙手を

お願いいたします。 

 それでは、協議会設置要綱第６条第１項の規定によりまして、議事進行を会長にお渡し

いたします。佐藤会長、よろしくお願いいたします。 

【佐藤会長】  皆さん、どうもこんにちは。改めまして、この会、会長として司会進行

を務めさせていただきます日本女子大学住居学科、佐藤でございます。どうぞよろしくお

願いをいたします。 

 本日は、令和５年度第１回の協議会ということで、次第にありますとおり、改定に向け

た考え方と今年度の取組について、そしてこれまでの取組状況について、３番目として、

まち歩きワークショップの実施について、その他、三鷹駅前地区まちづくり基本構想につ

いてとなってございます。 

 この今日の会というのは、後ほど説明があろうかと思いますけれども、令和６年度、三

鷹駅前地区の基本構想の改定作業を予定してございます。そのキックオフの会になると考

えております。 

 その改定に関わる事柄として、近年、この基本構想の根拠となっているバリアフリー法

の改正が幾つか行われております。注目すべきところとしては、ハードのみではなくハー

ド、ソフト一体でバリアフリー環境を整備していきましょうという考え方が盛り込まれて

いるところと、あとは、その基盤となる意識醸成ということで、教育啓発特定事業が新た

な事業として加わったことです。だから、教育啓発事業に対して、それぞれの基本構想は

何かしら考えなくちゃいけないということになりました。 

 新たに加わった教育啓発事業につきましては、各地方公共団体ともに、その位置づけを

どうするのかとか、その内容をどうするのか、いろいろ試行参考している段階かと思いま

すけれども、意識してもらわなくちゃいけないこととして、教育啓発ということで、思い
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やりとか優しさ、その醸成だけにとどまっちゃいけないと。その基本ベースとなる障がい

の社会モデル、多様な人が生活する上に当たって、いろいろな制約を与えている環境、そ

れはハード、ソフト両面ですけれども、その制約を与えている環境、いわゆる障壁を除去

していくのは社会の責任なんだということを広く認識する。その上で思いやり、あるいは

優しさを醸成していくというのは当然ありだと思いますし、それが否定されるべきことで

はないと思います。次年度に向けて、その教育啓発をどうするのかというのも、この協議

会のメンバー、いろいろ皆さんのお知恵を借りながら、実りあるものとして策定していけ

ればなと思ってございますので、御協力のほど、よろしくお願いをいたします。 

 私からは以上でございます。 

 それでは、座って議事のほう進行させていただきます。 

 といっても、その議事を進める前に、傍聴者が本日いらっしゃるようでございますので、

三鷹市市民会議、審議会等の会議の公開に関する条例に基づき、本会議を公開することと

したいと思いますが、異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

【佐藤会長】  よろしいでしょうか。そうしましたら、繰り返しになりますが、１名の

方より傍聴の申込みがございましたので、傍聴者に入場していただくために一旦休憩をい

たします。しばらくお待ちください。 

 それでは、入場、よろしくお願いします。 

（傍聴者入場） 

【佐藤会長】  よろしいでしょうか。それでは、協議会を再開したいと思います。 

 それでは、議事協議事項に入ります。 

 まず、日程第１「改定に向けた考え方と今年度の取組について」でございます。 

 それでは、まず事務局のほうから資料１に基づきまして説明、よろしくお願いいたしま

す。 

【事務局（岩尾）】  事務局の都市計画課開発指導係の岩尾です。着座にて失礼いたしま

す。 

 それでは、日程第１「改定に向けた考え方と今年度の取組について」の御説明いたしま

す。資料１を御覧ください。１ページ目から３ページ目までは、バリアフリーに関するこ

れまでの国全体の流れ、考え方になりまして、６ページ目以降が三鷹市のこれまでの流れ、

これからの考え方になります。 
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 それでは、１ページ目です。バリアフリー法改正の経緯について簡単に御説明いたしま

す。 

 下の図を御覧ください。平成６年９月施行、平成１５年４月に施行されたハートビル法

は、建築物のバリアフリー化を促進するための法律で、平成１２年１１月施行された交通

バリアフリー法は、駅などの旅客施設や車両等のバリアフリー化を促進するための法律で

した。この２つの法律は点や線でのバリアフリー化整備についての内容でしたが、これを

面でのバリアフリー化整備に広げるために、平成１８年１２月にバリアフリー法が施行さ

れました。この法律は、旅客施設、車両等、道路、路外駐車場、都市公園、建築物の面的

なバリアフリー化を促進するための法律です。 

 次に、障害者差別解消法を受けて改正バリアフリー法が平成３０年１１月一部施行、令

和２年６月、令和３年４月施行されました。 

 この法律は、移動等円滑化促進方針、マスタープランの指針等についても追加、施設設

置管理者によるソフト面の対策強化や、心のバリアフリーのさらなる取組の推進を図る法

律となっております。 

 ハード、ソフト両面の総合的なバリアフリー化のさらなる推進をする改正バリアフリー

法を受けて、三鷹市バリアフリーのまちづくり基本構想２０２２の改定を令和６年度に予

定しております。 

 ２ページ目を御覧ください。こちらは改正バリアフリー法の概要についての内容となり

ます。後ほど御確認をお願いいたします。 

 次に、３ページ目をお開きください。１の３、基本構想で定める事項です。改正バリア

フリー法では、面的、具体的なバリアフリー化を推進するために、移動等円滑化促進方針、

マスタープランが、移動等円滑化基本構想の２つの施策を努力義務として位置づけられま

した。この促進方針制度及び基本構想制度によって、バリアフリー化事業の推進、心のバ

リアフリーの推進や当事者による評価を行うこととなりました。 

 促進方針及び基本構想で定めるべき事項は当面、重複しております。基本構想では、重

点整備地区においてバリアフリー化を推進する事業を特定事業として定めることとなって

います。三鷹市の改定におきましては、重点整備地区内の特定事業の着実な推進を行って

いくことを目的としておりますので、特定事業を定めない促進方針制度の導入、この必要

性が低いと判断いたしまして、引き続き基本構想制度に基づく計画とすることを検討して

おります。 
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 次に、４ページ目を御覧ください。ここからは、三鷹市のこれまでの流れ、これからの

考え方になります。２、基本構想の改定に向けた考え方、２の１、基本構想の策定ケース

と改定の趣旨です。 

 図を御覧ください。バリアフリーに関する法律の施行、改正に合わせまして、三鷹市バ

リアフリーのまちづくりという基本構想の改定を今まで行ってまいりました。そして今回

は、下のほうに記載の改正バリアフリー法を受けて改定を行いたいと思います。 

 心のバリアフリーに関する教育啓発特定事業の拡充、生活関連施設の抽出基準の変更に

伴い、重点整備地区の区域の見直し等を行っていき、第５次三鷹市基本計画との整合も図

っていきたいと考えております。 

 次に、５ページ目を御覧ください。２の２、改定基本構想の位置づけです。 

 図を御覧ください。令和６年度改定時には、図に示す市の上位関連計画を踏まえつつ、

新たなまちづくりの動向も踏まえて、重点整備地区及び生活関連施設、生活関連経路の見

直しを行いまして、特定事業の追加を検討し、改定基本構想の策定後には、法に基づき、

特定事業計画を各事業者様が作成をしていただきまして、市が進捗管理をすることとなり

ます。 

 次に、６ページ目を御覧ください。２の３、基本構想の改定に向けた課題です。基本構

想の改定に向けた課題としまして、記載のとおり、５つの課題があります。 

 １つ目の課題としましては、現行基本構想では、重点整備地区、生活関連施設、経路に

関する明確な設定方法が記載化されていません。生活関連施設、経路の抽出条件等が明確

ではございません。したがいまして、地区の範囲、生活関連施設、生活関連経路を再設定

しまして、特定事業の項目と内容の設定を行いたいと考えております。 

 ２つ目の課題としましては、未実施の特定事業について、特定事業等の事業を鑑みて、

事業の代替案を含めて検討し、改定基本構想に改めて位置づける必要があります。また現

行基本構想では、生活関連施設に指定されているものの特定事業を定めていない事業者様

に対しては、特定事業の検討を依頼する必要があると考えております。 

 ３つ目の課題としまして、改正バリアフリー法への対応があります。職員等への教育を

充実するなど教育啓発に関する事業を定めておりますが、次期基本構想においても、市民

意見を踏まえて、引き続き事業の設定を促進していきたいと思います。 

 ４つ目の課題としましては、計画段階で市民参加をしていただきまして、意見の反映を

するということです。現在進行中の事業か今後実施予定の事業について、推進協議会等を
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活用しまして、計画段階から、高齢者、障がい者等の当事者の意見を反映する機会を設け

ることで、バリアフリー化に配慮した施設整備にしていきたいと考えております。 

 ５つ目の課題としましては、バリアフリーに関する法律の改正、バリアフリー施策を取

り巻く社会背景の変化を踏まえ、基本方針の再設定や整備方針等を設定し、各事業者様の

取組等へ反映させていく必要があると考えております。 

 次に、７ページ目を御覧ください。今後の改定の進め方です。令和５年度には、今回の

協議会におきまして、現行基本構想の課題整理、特定事業の取組評価をお示ししまして、

委員さんの御意見をお伺いいたします。来月の第２回の協議会では、新しいまちづくりの

動向確認ということで、三鷹市全体のバリアフリーの推進という意味での三鷹駅周辺、下

連雀周辺のまち歩きを行いまして、意見交換をさせていただいて、今後の進め方について

御意見をいただきたいと思っております。令和６年度には改定基本構想素案の検討をしま

して、パブリックコメントの実施を経て、基本構想の改定を行いたいと思います。 

 次に、８ページ目を御覧ください。今年度の取組について、３の１、改定基本構想の目

次構成案の案と令和６年度以降の検討項目です。 

 左側、黒色の表が現行基本構想の目次構成となります。オレンジ色の表が、現行基本構

想を踏襲しまして、適時、時点修正する内容となっております。 

 その隣の青い表が、改定基本構想の目次構成の案となっております。この表が、右側に

記載にある赤い表の部分なんですが、バリアフリー法や移動等円滑化基本方針の基本構想

に明示すべき事項ということで明記されている部分を追加したのが、この青い改定基本構

想の案となっております。 

 次に、９ページ目を御覧ください。３の２、重点整備地区及び生活関連施設、経路の設

定の考え方です。三鷹市では、三鷹市バリアフリーのまちづくり基本構想、前基本構想の

策定時に、三鷹駅周辺地区及び三鷹台駅、井の頭公園駅周辺地区を重点整備地区に位置づ

けまして、この２地区を中心にバリアフリー化を推進してきました。現行基本構想では、

上記２地区に加えまして、土地利用総合計画２０２２の拠点設定も踏まえて、市民センタ

ー周辺地区を追加しております。 

 なお、現行基本構想では、生活関連施設、経路の設定条件が明記されていないため、改

めて生活関連施設の抽出条件、抽出基準について整理し、これに基づいた位置づけ、再設

定を行いたいと思います。 

 今年度は、改正バリアフリー法において追加となった施設、中学校等の学校施設など、
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改めて市内の公共施設等を確認した上で、生活関連施設の抽出の考え方について検討して、

改定を進めていきたいと考えております。 

 「改定に向けた考え方と今年度の取組について」の説明は以上となります。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。資料１に基づいた、ここまでの説明につきま

して御質問、御意見がある方は挙手をして発言をお願いしたいと思いますが、いかがでご

ざいますでしょうか。 

 後藤委員、お願いします。 

【後藤委員】  一般市民の後藤と申します。一番最後のページについてですけれど、９

ページです。現行基本構想では上記２地区に加えて、市民センター周辺地区を追加するっ

てあるので、ちょっと大変うれしく思っているんですけれども、実際にＳＵＢＡＲＵスポ

ーツセンターができて、実際にここ、もう６年半くらい前にできたんですね。実際使って

いると、それなりに問題がちょっと出ているような気がしてならないんです。 

 具体的に言いたいことは、シティバスの乗車口側としてはいいんだけど、降車口がうま

くバス停に合っていないような。一度御意見を申し上げて、何とか、ちょっといろいろ考

えていただいたんですけど、やはり元に戻ってしまって、降りるときにすごく不便なんで

すよね。特に私みたいに後期高齢者で足が悪かったりすると、降りるときに、ちょっと不

安なところがあって、ちょっと考えていただけたらと思うところがあります。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。次年度、基本構想を改定するに当たって、今

回のまち点検では三鷹駅、駅周辺地区を中心にやることになっていたと思うんですが、ほ

かの地区の課題、問題というのを、御意見に基づいて考え直す可能性はあるんでしょうか。

今の御意見に関連して、事務局のほうで何かございましたらお願いします。 

【事務局（梶原）】  都市計画課長の梶原でございます。御意見ありがとうございました。 

 まず、この重点地区でございますが、市民センター周辺地区は、既に重点地区に現行の

構想で入っております。そうした中で、まち歩きは駅前の重点地区をやらさせていただき

ますが、改正の対象も当然、計画全体ですので、市民センター周辺地区の重点地区につい

ても対象になりますので、御意見いろいろいただきながら見直しをしていきたいと思って

います。 

【後藤委員】  ありがとうございます。 

【佐藤会長】  よろしいですか。 

 ほかに何か質問、御意見ございますでしょうか。瀧澤委員、お願いします。 
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【瀧澤委員】  障がい者福祉懇談会の中から、みたか街かど自立センターの瀧澤と申し

ます。今回の資料の３ページの中に、心のバリアフリー中心にした当事者による評価を行

うこととしておりますという文章がございました。こちらの当事者による評価というのは

具体的にどのような形にするかということを、もし案があれば教えていただきたいなと思

ったので、この会議の中で、私も障がい者の団体としての代表では出ていますが、当事者

ではないので、もし具体的にこのような当事者の意見をというところの案がございました

ら教えていただければと思います。 

 以上です。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。今の質問に対していかがでございますでしょ

うか。事務局、いかがでしょうか。 

【事務局（高橋）】  都市整備部調整担当部長の高橋と申します。御意見ありがとうござ

います。 

 おっしゃるとおり、やはり関係している当事者の方に聞く、意見をもらうということが

大事だと思いますので、そういう機会を設けながら進めていくということを考えておりま

す。具体的に、またこれから進めていく中で対応していきたいと思っております。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。どういう方法になるのかは、これから検討か

と思いますが、それぞれの障がい者団体の方々にヒアリングをするとか、いろいろやり方

があろうかと思いますので、急ぎ進めてもらえたらと思います。 

 そのほか何かございますでしょうか。 

 それでは、私から１点。先ほど教育啓発特定事業が事業報告として加わったので、私の

ほうから御説明させていただきましたけれども、改定基本構想の目次構成、これ、あくま

で案なので、今後また変わってくるかと思うんですが、資料でいうと８ページになろうか

と思います。 

 ここには、それぞれの特定事業項目が出ていない。この地区ごとに公共交通特定事業と

か、道路特定事業とかというようなところ位置づけられ、建築物特定事業とか位置づけら

れるかと思うんですね。それで横並びで教育啓発特定事業が位置づけられるとすると、三

鷹市の市全体として、例えば小中学校に対してのバリアフリーに関する出前授業なり啓発

授業を展開するといったときに、それぞれ地区ごとの特定事業としてはなかなか位置づけ

づらい。そこだけ項目出しして対応する教育啓発特定事業だというようなことも、ちょっ

と考えなくちゃいけなくなるのかなというふうに思っていまして、その辺、ここの検討の
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中で作業の簡単な位置づけを、三鷹市としての見解を示していただくとありがたいかなと

思っています。 

【事務局（梶原）】  ありがとうございます。御指摘のとおり、特定事業になりますと重

点整備地区が対象となってきますので、こちらの中で取り組むのは当然ですが、市全域で

は学校ですとか、あと市民の方への教育啓発が法改正で加わっているというところは承知

しているところでございます。 

 そういった中で、この改定基本構想の中の３章の２は、基本理念と基本方針、こちらで

全市的なバリアフリーの推進を整理しておりますので、こういったところで教育啓発活動

については整理したいと考えております。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。 

 ほか、何かございますでしょうか。 

 そうしましたら、また後ほど、気がついたことがあれば全体振り返りたいと思いますの

で、議事のほうは、ちょっと先に進めさせていただければと思います。 

 それでは、日程の第２でございます。「これまでの取組状況について」、資料２に基づい

て事務局のほうから説明、よろしくお願いいたします。 

【事務局（岩尾）】  事務局の都市計画課開発指導係の岩尾です。それでは、日程第２「こ

れまでの取組状況について」の御説明をいたします。資料２を御覧ください。 

 １ページ目です。地域特定事業等進捗状況の調査。重点整備地区のバリアフリー化を推

進するために、旅客施設、バス、道路、駐車場、都市公園、建築物、交通安全等において

特定事業を位置づけております。今年度の改定方針の設定をするために、特定事業等を位

置づけた事業者様を対象に、現行基本構想における特定事業の実施状況など具体的な内容、

あとは今後の予定及び改定基本構想の事業継続意向等を把握するための調査を、表１のと

おり実施させていただきました。 

 調査項目としましては、完了事業として、完了時期や具体的な取組内容、継続中の事業

としましては、取組内容と次期基本構想への事業位置づけの意向、未完了事業として、未

完了の理由と今後の実施可能性、次期基本構想への事業の位置づけの意向、あとは基本構

想に未掲載ではあるけれども、実施中、実施予定のバリアフリー事業。 

 その他、御意見となっております。 

 次に、２ページ目から６ページ目に記載させていただいております表２から４が、重点

整備地区ごとの特定事業の調査対象の表となっております。これだけの量の対象に対して
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調査をさせていただきました。 

 次に、この調査した結果を、６つの方法で集計を行いました。７ページ目、表５を御覧

ください。 

 １つ目の集計方法としましては、令和４年度の進捗状況結果を基に完了、継続実施中、

未完了に分類して集計をしております。 

 完了というのは、整備完了済みの事業。継続実施中というのは、過年度に続いて継続的

に実施している事業。主に維持管理事業やソフト施策となっております。未完了は、事業

等を着手した事業、一部実施中の事業、事業検討中、研究中の事業、未着手事業です。 

 表５の合計部分を見ていただきたいんですが、完了事業の割合が１７％、継続実施中の

割合が５３.３％、未完了事業は２９.７％で、継続事業の割合が最も多い結果となってお

ります。 

 次に、表６を御覧ください。２つ目の集計方法としまして、継続実施中というのを、事

業を実施しているという考えから完了事業に加えて、完了プラス継続ということで表示を

しております。完了プラス継続が７０.３％、未完了事業の実施中が２２.５％で、合わせ

て約９割の事業が、完了に向けて実施されているのが分かると思います。 

 次に、表７を御覧ください。こちらは未完了事業、継続事業に対する今後の事業の継続

意向を集計いたしました。改定基本構想での事業継続意向は、ほとんどの事業者でありま

した。路外駐車場特定事業については、市の再開発事業等の兼ね合いによって、事業継続

の意思があるということを確認できております。継続意向のある事業については、内容の

見直しを図りながら、継続として特定事業の位置づけを行っていく必要があります。 

 ８ページ目を御覧ください。表８を御覧ください。４つ目の集計としては、特定事業内

容をハード整備として、施設整備等と、あとはソフト施策として、案内設備、情報のバリ

アフリー、人的対応、心のバリアフリーに分類しまして、進捗状況を細分化して集計した

結果となっております。 

 その下の表９を御覧ください。これは上の表８のハード整備に位置づけている事業の進

捗状況を集計しております。公共交通特定事業の完了、継続の割合が２７.１％と、低い割

合となっておりました。 

 未完了事業となっているのは全てバス事業者でありまして、公共車両優先システム導入

や、利用しやすい車両の研究等が実施中または未実施となっておりました。 

 次に、表１０を御覧ください。こちらは、また上の表８の、ソフト施策についての事業
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の進捗状況を示しております。公共交通特定事業の実施中５９.２％は、バス事業に関する

項目、利用しやすい乗り継ぎ制度、情報提供方法の検討となります。 

 また、その下、建築物特定事業の未完了の実施中が１３.６％。こちらは車椅子利用可能

のことを示す案内の設置というのがほとんどでありました。 

 ９ページ目を御覧ください。こちらが、実際に皆様に具体的にこういうことをやったん

だよということをお知らせしていただいた内容が、こちらから具体的に書いております。 

 （２）主な完了事業の対応ということで、進捗状況について完了と回答した内容につい

て紹介させていただきます。何個か紹介させていただきます。 

 公共交通特定事業としまして、ＪＲ三鷹駅におきまして、ホームへの内方線付き点状ブ

ロックのホームの、黄色い点状ブロックの整備を行っております。 

 また、次の建築物特定事業として、三鷹駅前市政窓口では、三鷹駅デッキ上に駅前市政

窓口までの行き方を示した案内板の設置、筆談器、視覚障害者用誘導ブロックの設置、車

椅子が利用可能な旨を示す標識の設置をしていただいております。 

 次に、三鷹駅前コミュニティ・センターですが、ベビーチェア、オストメイトの設置、

エレベーターにおける車椅子などの優先利用の掲示、視覚障がい者、聴覚障がい者用情報

提供設備の設置をしております。 

 １０ページ目、１１ページ目も建築物特定事業、行った例が記載されております。 

 １２ページ目を御覧ください。こちらで都市公園特定事業としましては、下連雀きたう

ら児童公園では、多目的トイレの設置、トイレの入り口の段差を解消したり、公園のトイ

レを明るくして防犯性の向上を図っております。車椅子対応の水飲み場の改修をしており

ます。 

 あとは、井の頭恩賜公園では、案内誘導計画を策定して、誘導標識を設置していただい

ております。あとは二言語対応の案内板の設置、水飲み場を車椅子対応に整備しておりま

す。多目的トイレの音声案内設備の設置、照明のＬＥＤ化整備、駐車場から園路までのバ

リアフリー経路の整備をしております。 

 一番下の路外駐車場特定事業としましては、杏林大学医学部附属病院の駐車場で、車椅

子使用車用の駐車場の充実を検討しているという御報告をいただいております。 

 １３ページ目を御覧ください。こちらは継続実施事業の内容ですが、進捗状況について、

継続実施中と回答していただいた主な事業の内容を一部紹介させていただきます。 

 公共交通特定事業として、東日本旅客鉄道株式会社では、駅係員や乗務員へのバリアフ
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リー教育の実施、券売機利用方法などのパンフレット製作するなどの乗客案内の充実、あ

とは法令、社内規定に基づいて適正な維持管理の実施を行っているところです。 

 公共交通特定事業、小田急バスでは、定例のバリアフリー会議に出席して障がい当事者

との意見交換を実施、営業所の安全運動講習会で接遇介助について教育を実施、バス接近

表示、バスロケの拡充等、利便性の向上の検討を行っております。 

 次に、道路特定事業としまして、北多摩南部建設事務所では、路面、視覚障害者用誘導

用ブロックの適正な維持管理の実施、連雀通りの歩道を拡幅、東八道路の電線類の地中化

を推進しております。 

 交通安全特定事業としては、三鷹警察署では駐車取締り、各学校や企業、高齢者に対し

て自転車安全教育を行って、違法駐車の防止、自転車安全教育に関する広報・啓発活動を

実施しております。それから、エレベーターを必要とする方の優先利用に関する案内をエ

レベーター前に掲示を行っています。 

 １４ページ目を御覧ください。建築物特定事業としては、野村病院では、誘導用ブロッ

クを塞がないように駐輪場を避けた位置に設置、利用者に応じた適切な対応の実施してお

ります。 

 路外駐車場特定事業としては、三鷹市市民センターでは、駐車場におけるバリアフリー

施設の継続的な維持管理を実施しております。 

 都市公園特定事業としては、下連雀鷹の子児童公園、下連雀いこい広場、新川児童公園、

仙川平和公園では、自転車利用者向けの利用啓発や注意案内のための案内板を設置、清掃

業務等による施設の維持管理を実施しております。 

 それでは、１５ページ目を御覧ください。３、特定事業等進捗状況に関する評価です。

こちら特定事業等進捗状況調査をした結果を基に、改定時にどのように特定事業を設定、

変更、追加をしていけばいいのかというようなことを下記の表に整理しております。 

 具体的には、公共交通特定事業では、施設整備で鉄道駅については着手済みとなってい

ますが、バスについては利用しやすい環境整備やシステム構築について実施中とのことで

す。改定時においては、位置づけの必要性も含めて検討が必要になっております。ソフト

施策についても既に実施しているものが多く含まれておりまして、改定時には教育啓発事

業との整合を図りながら事業の見直しを行う必要があります。 

 次に、道路特定事業では、道路の維持管理に関する項目が多く、継続事業として引き続

き位置づけが必要な項目があります。未完了事業のうち、ほとんどが警察協議を必要とす
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る路側帯のカラー舗装化がほとんどでありました。他事業との調整が必要な項目について

は配慮事項を記述をしまして、実現に向けて計画設定が必要となっております。 

 次に、交通安全特定事業では、バリアフリー対応型の信号機の設置、ＬＥＤ式信号灯器

への更新は継続的に実施されておりまして、歩道が少ない区間の横断歩道の設置が未完了

となっています。改定基本構想においても、引き続き事業設定していく必要がございます。

違法駐車や自転車の利用マナーに関する啓発は、教育啓発事業の一環として位置づける必

要がございます。 

 次に、建築物特定事業では、オストメイト設備、子供連れのための施設、設備の設置が

未完了となっている事業が多く見られました。設置に向けて、引き続き事業に位置づけて

いく必要があります。 

 ソフト施策については、引き続き多様な方への対応としての接遇研修や、心のバリアフ

リーとしての優先利用に関する事業、コミュニケーション支援ツールの設置等について教

育啓発事業に位置づける必要がございます。 

 次に、路外駐車場特定事業では、駐車場内に車椅子使用者用駐車場施設を設置し、案内

表示を設置しています。一方で、未完了の事業については、構造上の理由で設置困難とな

っているため、引き続き事業に位置づける必要がございます。 

 次に、その他の事業では、ＵＤタクシー車両の導入、ベンチの設置の施設整備について

の事業は全て完了しております。改定に当たり、改めて市民意見を確認して、新たな事業

設定を視野に入れた検討が必要となっております。 

 タクシー利用に当たって、接遇研修や利用サービス等の向上の事業が未完了となってい

ます。引き続き事業に位置づけて、サービス向上を図る必要がございます。 

 これまでの取組状況についての説明は以上となります。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。三鷹市バリアフリー基本構想を策定してから

の歴史が長く、その中で実際に取り組まれている事業、あるいはもう完了した事業、まだ

未着手の事業、いろいろと報告をいただきました。詳しいところは抜粋してお読みいただ

いたところもございますが、何かこの資料２の説明に関しまして御意見、質問がございま

したら挙手にて発言をお願いしたいと思いますが、いかがでございますでしょうか。 

 瀧澤委員、お願いします。 

【瀧澤委員】  瀧澤です。今回の完了しているとかそういったもの、非常に量が多くて、

正直驚いております。これだけのことをやっていただけたんだという感想です。 
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 ただ、これが市民の方々、逆に使っている方々にどこまで広まっているか。完了しまし

たというのは、この会議の中で私も初めて知ったものが非常に多かったです。となると、

市民の方々が、これをできたけども知らない人たちがいるのではないかというようなこと

をすごく思っております。 

 このようなことを完了したものを広報、どのような形で流していくのか。もしそういっ

たものなどがありましたら教えていただきたいですし、今後、まだそういったものがない

のであれば、この会議の中で、そのようなシステムづくりなども検討していただきたいな

と思いました。 

 以上です。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。事務局、いかがでございますでしょうか。 

【事務局（梶原）】  御意見ありがとうございます。非常に重要な視点だと考えておりま

すので、また御相談させていただきながら、計画の中に全て入れるというのは難しいと思

うので、ホームページとか、そういった媒体も活用しながら、今後対応できればと思って

ございます。 

【佐藤会長】  それぞれの事業者さんが頑張っていろいろ改修、改善をしたものは、や

っぱり広く市民の皆さんに知っていただきたいと思うことだろうと思いますし、場合によ

っては、完了したと思っていても、これやっぱりちょっと使いづらいよとか、この辺ちょ

っとまずいよとかというような意見も出てくるかもしれませんから、それはユニバーサル

デザインで言うところのスパイラルアップのための非常に重要な御意見、情報かと思いま

すので、そういうことを怖がらずに積極的に公開、公表していくのがいいのかなと思って

おります。 

 瀧澤委員、よろしいでしょうか。 

【瀧澤委員】  はい。   お願いいたします。 

【佐藤会長】  ほか、ございますか。事業者さんのほうで今、事務局のほうから、まず

説明いただきましたけど、何かもうちょっとここら辺補足したいということがあればぜひ

お願いしたいと思いますが、いかがでございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 そうしましたら、これもまた後ほど振り返りの中で、何か御意見があれば改めてお伺い

したいと思います。 

 そうしましたら、今後に向けて重要なポイントになります。日程第３「まち歩きワーク

ショップの実施について」を事務局のほうから説明、よろしくお願いいたします。 
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【事務局（岩尾）】  事務局の都市計画課開発指導係長の岩尾です。それでは、日程第３

「まち歩きワークショップの実施について」、御説明いたします。資料３を御覧ください。 

 １ページ目になります。１、開催の目的ですけれども、第５次三鷹市基本計画や高齢者、

障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の改正を反映した三鷹市バリアフリーのま

ちづくり基本構想２０２２第２次改定、今ある基本構想の改定を令和６年度に実施する予

定となっています。 

 改定に先駆けまして、今年度は三鷹駅周辺地区を対象として、道路や公園、施設等のバ

リアフリー化の状況を確認しまして、今後のバリアフリー整備における配慮事項を抽出す

るため、まち歩きワークショップを行いたいと思っております。 

 次に、２、開催概要、３、当日のプログラム、見ていただきたいんですが、令和５年１１

月１日水曜日１３時３０分から、３班に分かれていただきまして、三鷹駅周辺と下連雀き

たうら児童公園周辺を３班で、まち歩きを行いたいと思っております。その後に、三鷹産

業プラザで、まち歩きした結果をそれぞれ班ごとに話し合っていただいて、それを皆さん

のほうに報告をさせていただいて、それについて意見交換を行いたいと思っております。 

 次に、２ページ目を御覧ください。４、対象施設ですが、まち歩きワークショップは３

班構成で現地確認を行います。Ａ班とＢ班は、三鷹産業プラザを起点として、三鷹駅南口

周辺を確認いたします。Ｃ班は集合場所が違いまして、下連雀しらかば児童公園に集合い

たしまして、そこを起点として、下連雀周辺の児童公園等を確認をいたします。 

 ３ページ目を御覧ください。班構成になります。御自身のグループを御確認をお願いい

たします。御確認をいただきましたら、Ｃ班でしたら、茶封筒があると思うんですが、Ｃ

と書いてある茶封筒であるか再度、御確認をお願いいたします。 

 当初はＡ班、Ｂ班、Ｃ班、３班とも産業プラザ集合だったんですが、Ｃ班だけが集合場

所が変わっておりますので、場所変更の通知も一緒に入れさせていただいておりますので、

当日は間違えないように、よろしくお願いいたします。 

 次に、４ページ目を御覧ください。６、現地確認の概要です。Ａ班は、三鷹産業プラザ

７０１会議室、７階に集合していただきまして、三鷹駅南口周辺を７０分程度かけて、ま

ち歩きを行っていただきます。 

 下のルート図を見ていただきたいのですが、①道路、②ＪＲ三鷹駅南口駅前広場、③道

路、④中央通り東地区再開発事業地区周辺、⑤道路。この番号の順番で、まち歩きをした

いと思っております。 
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 具体的には、①の道路ですけれども、こちらは中央通りを通っていただきまして、その

後、さくら通りに入っていただいて、その後、郵便局通りを通って、三鷹駅まで行ってい

ただきます。その間、視覚障害者誘導用ブロックとか、あとは違法駐輪とか、沿道店舗の

不法占用等を確認をしていただいて、いい面、悪い面とか、改善したほうがいい点などを

チェックシートに御記入いただきます。 

 ②の三鷹駅南口駅前広場ですけれども、こちらはバスの停留所だとかタクシー乗り場、

あと障がい者専用乗降マーク、案内等の確認をしたいと思っております。 

 ③の道路ですが、こちらは中央通り、三鷹駅から中央通りの南側に下って、さくら通り

に入っていただいて、④の再開発事業の地区周辺を見ていただきます。 

 こちらは、再開発事業でバス停留所の設置予定の場所を見ていただいて、そのバス停留

所のイメージをしていただきながら、そこの案内だとか、舗装の現状だとか、段差だとか

に対しての要望を伺います。 

 ⑤の道路ですけれども、こちらは、さくら通りから南に下っていっていただきまして、

いずみ通りを通っていただくことになっておりまして、こちらの道路の状況も確認をして

いただきたいと思っております。 

 次に、５ページ目を御覧ください。こちらＢ班の日程になっております。こちらはＡ班

同様に、三鷹駅産業プラザ７０１会議室に集合していただきまして、７０分程度かけて、

まち歩きを行っていただきます。 

 ルート図を御確認ください。こちらも①から②、③、④、⑤の順番で、まち歩きを行っ

ていただくのですが、Ａ班の逆回りの方向で歩いていただきますが、⑤の道路だけは、Ａ

班が中央通りの状況を確認していただくのに対しまして、Ｂ班の方々には赤鳥居通りの状

況を確認していただきたいと思っております。 

 次に、６ページ目を御覧ください。こちらＣ班になります。Ｃ班は、下連雀しらかば児

童公園に集合していただきまして、こちらも７０分程度かけて、①から⑤の順番でまち歩

きをしていただきまして、最後に産業プラザに戻るような形の動きとなっております。 

 それで、①の下連雀しらかば児童公園ですけれども、この公園は改修予定がございます。

こちらで簡単に公園について御説明をさせていただいて、あとは園路と歩道との連続性、

出入口、水飲み場、トイレ、案内等を確認をしていただきたいと思っております。 

 ②は、下連雀しらかば児童公園から下連雀きたうら児童公園までの道路を確認をしてい

ただきたいと思っております。 
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 ③の下連雀きたうら児童公園、こちらも、しらかば児童公園と同じように、状況の確認

をしていただきたいと思っております。 

 あと④のすくすくひろば、ファミリー・サポート・センターですけれども、こちらでは、

通路、受付、階段、授乳施設、トイレ等、御確認いただきたいと思っております。その後

に、産業プラザまでの道路を確認をしていただくような動きとなっております。 

 次に、７ページ目を御覧ください。７、現地確認及び意見交換の進め方です。 

 まず、集合していただきましたら簡単に自己紹介をしていただきたいと思っております。 

 次に、出発の準備として必要なものがこちらに記載されておりますけれども、委員に用

意していただきたいものは飲物、あと各自、まち歩きに必要なものがございましたら、そ

れぞれお持ちいただければと思います。 

 こちらに必要なものとして現地確認用記入シート、筆記用具、画板等を事務局のほうで

準備いたしまして、その場でお配りしたいと思っておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 次に、現地確認時の記録ということで、当日、現地確認シートをお配りします。そこで、

バリアフリー状況の確認をしていただきまして、いい点、課題点、配慮してほしい点など、

気がついたことを御記入いただければと思います。 

 具体的に指摘箇所がございましたら、事務局にどんどん言っていただいて、言っていた

だければ写真を撮影させていただきます。 

 それで、最後に意見交換と書いてありますけれども、現地確認用記入シートのまとめで

すが、歩きながらですと、なかなか書けない部分もあると思いますので、産業プラザに戻

ってからでも、書き漏らした点とか、皆さんで共有したい意見とか、産業プラザに戻って

いただいてからでも御記入いただきたいと思います。 

 その後、意見交換です。班のメンバーの方に実際思ったことを共有していただきます。

その後に、班ごとに報告をしていただいて、それをもって皆様で意見交換していきたいと

思っております。 

 次に注意事項ですけれども、こちら３つ目に書いてあるんですけれども、雨天決行とな

ります。多少の雨でも行いたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 ただし、荒天の場合、嵐のような、台風のような天気になりましたら中止とさせていた

だきたいと思いますので、中止の場合は、当日の午前１０時までに御連絡いたしたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 
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 まち歩きワークショップの実施についての説明は以上となります。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。１１月１日に実施予定のまち歩きワークショ

ップについての概要説明でございましたが、何か御意見、御質問ございますでしょうか。 

 ちょっと私から１つ確認なんですが、このまち歩きワークショップ、班分けが、この協

議会メンバーで班分けをされていますけれども、例えば実際に車椅子を使われている方が

ここにいらっしゃらないので、何かしら関係団体から、その障がい当事者のオブザーバー、

協力者としての参加というのが可能なのかどうか。それは実際参加していただける人がい

るかどうかにもよるんですけれども、そういう枠組みで捉えているのかどうか。ちょっと

その辺、確認させてください。場合によっては、うちの学生希望者にも一緒に参加させよ

うかとも思ったりするものですから、その辺、概要を聞かせていただければと思いますけ

ど、いかがでしょうか。 

【事務局（梶原）】  ありがとうございます。確かにそういった方の視点も非常に重要だ

と思いますので、想定はしていなかったんですが、可能な限り対応していきたいと思いま

すので、検討させていただいて、また御相談させていただければと思います。 

【佐藤会長】  むしろ私よりよく知っている街かど、瀧澤さん、自立センターのメンバ

ーで誰か協力してくれる可能性があるとか、そういうことはありますか。 

【瀧澤委員】  みたか街かど自立センターの瀧澤です。このまち歩きの調査に関しまし

ては、みたか街かど自立センターの車椅子で通っている利用者の方々、多分、毎回参加さ

せていただいていたかなと記憶しておりますので、当事者のほう、もし参加が可能でした

ら、私たちのほうも先にこの日にち、参加できる人、募集したいと思いますので、ぜひ可

能ですということで連絡いただければ、対応しますので、よろしくお願いいたします。 

【佐藤会長】  そのほかの当事者団体の方々も積極的に、やはり当事者に参加いただい

て、いろんな意見を言う、それを共有するというのは、まち歩きの一番の目的でもござい

ますので、ぜひ積極的に協力者、お声がけいただければいいんじゃないかなと、私は個人

的に思っていますので、事務局としても、それを受け入れられるような体制を考えていた

だければと思います。 

 そのほか、皆さん、何か御意見、御質問ございますでしょうか。じゃ、江守委員、お願

いします。 

【江守副会長】  日本大学理工学部の江守と申します。今の会長のお話にも通じるんで

すけれども、さらに、議事でいうと２とか１とかにも通じるかもしれませんが、まち歩き
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のルート、情報のチェックポイントについての質問なんですけれども、資料の２かな。特

定事業等の取組の現況評価において、表の５からおまとめいただいている内容、非常に分

かりやすくて、現状を把握するのに分かりやすいかなと思っています。これ中身を見てみ

ますと、クラスターが完了と継続実施と、あと未実施。未実施の中にも様々な小さなクラ

スターがあるというか、分類があるというような中で、今回のまち歩きルートで、この完

了とか、継続実施中とか、未完了とかという、そのチェックポイントにおけるグループ分

けというか、クラスターは、どのぐらいの割合で組まれているのか。 

 例えば、完了しているところを見るのか、それとも未実施のところを見るのか、それと

も実施中のところを見るのかと。そういった意識を持って見ることによって、違った視点

で意見が分かれるんじゃないかなと思っています。 

 というのも、基本構想の改定に向けた課題の中に、未実施の特定事業について、現状の

課題を踏まえて再構築するという意味でいうと、再度、何が課題なのかなとか、これでき

て、こういうことがよくなったねとか、これ参加者が、そういった意識で意見をもらうと

いうことも非常に重要ですし、それから、その意見に基づいて次年度の改定というのにも

大きく影響するかなと思っています。 

 さらに、表の中でいうと、例えば事業削除とかという、ちょっと過激な言葉が出てきて

いますけれども、こういった意向を持たれている事業者さんにおいて、本当に削除しない

とならないのかとか、違った方法が見つからないのかとか、何かそういうところを少し抜

本的に見直しをするためのヒントとして、今回のまち歩きというのは非常に重要な視点か

なと思っています。 

 ですので、例えばその完了とか、実施とか、未実施、これがチェックポイントごとに、

どういったところなのかというのは後で見直せるように、あるいは当日それが分かるよう

にしておいてもらうと、物すごく今後に生きるデータになるかなと思っています。 

 そういう意味でいうと、我々参加者は、そのチェックポイントを、事例の改定に向けて

意欲的に見ていかないといけないというか、かなり温度を上げて見ていかなきゃいけない

のかなと思っています。 

 来年度は、これ、まち歩きのスケジュールというのはないんですよね。そういう意味で

いうと、かなり大きなというか、非常に重要な位置づけなのかなとは思っています。 

 質問というか、意見も含めてですけれども、こういった印象を受けておりますので、可

能な範囲で対応していただければと思っています。 
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【佐藤会長】  ありがとうございました。今、チェックポイント、①から④かな、江守

委員のほうからは発言ありましたけど、いろいろと歩いている途中に、市が実施中のもの

だとか、何かそういう説明を併せてしていただくと、今先生が言ったようなことを考えや

すくなるのかなというふうには思いました。 

 事務局として何かコメントございますか。 

【事務局（梶原）】  御意見ありがとうございます。確かに、今回、特定事業のうち、未

実施もしくは、特に事業が削除となってしまっているところというのは、何らかの話し合

うようなことを考えていかなきゃいけないなというのは、まさに御指摘のとおりでありま

す。今回まち歩きする、その範囲の中に、それ全てが網羅できているわけではございませ

んが、せっかく委員の皆さんと一緒に現地を見て回れる機会なので、なるべく、特にそう

いった未実施ですとか、事業が難しくなってしまった箇所については御覧いただきたいと

思っています。 

 資料の準備で、その歩くルートに全てのものを落とし込めるかというのはあるんですが、

事前に職員も現地、一回りして確認してみたりはしますので、そういったところで、当日

なるべく、この実施状況についても、回りながら御説明できるように準備していきたいと

思っていますので、よろしくお願いします。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。 

 そのほか御意見ございますか。まち歩きの時間的な都合もあるんですが、このルートを

歩くんだったら、ここをぜひ確認すべきだとかいうような御意見もあれば網羅化していき

たいなと思っておりますが、いかがでございますでしょうか。 

 では、私から１点。今回歩くルートのチェックポイントとして、道路環境が何か一番多

いような気がするんですが、ある程度の、いわゆる建築物特定事業につながるようなもの

としては、Ｃ班のすくすくひろば、ファミリー・サポート・センター、それぐらいしかな

かったという感じでしょうか。 

 私、建築を学んでいるものですので。 

【事務局（梶原）】  主に回って見ていただくことを想定していたのは、御指摘のとおり

表記しているものなのですが、対象となる建築物が、表記されているもの以外もルート上

にはございますので、またそういったところにお寄りいただけるかというのは、時間の都

合との兼ね合いで少し検討させていただければと思います。 

【佐藤会長】  ありがとうございます。 
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 何か御意見ございますでしょうか。瀧澤委員、お願いします。 

【瀧澤委員】  自立センターの瀧澤です。Ａ班とＢ班とで、かなり同じようなところを

進まれると思います。その際に、もしも道路の右側と左側というように、それぞれが歩道

は幅が違ったりということがあるかなと思うので、例えばＡ班は右側のほうの調査を、Ｂ

班は左側のほうの調査を見たりすると、同じ場所で同じ道路でも違った視点で見れると思

いますので、ちょっとそのような分け方をしていただけると非常にありがたいかなと思い

ますので、御検討をよろしくお願いいたします。 

【佐藤会長】  ありがとうございます。重要な指摘かと思います。検討していただけれ

ばと思います。 

 そのほか、ございますでしょうか。 

 そうしましたら、日程第３はこの辺にいたしまして、次の議題ですね。その他議題とし

て、「三鷹駅前地区まちづくり基本構想について」ということで、事務局のほうから説明を

お願いいたします。 

【事務局（菅原）】  三鷹市都市再生部再開発課の菅原と申します。私のほうから、資料

４と右の上に打ってあります参考資料、三鷹駅前地区のまちづくりについてという資料に

ついて御説明させていただきます。 

 三鷹市で昨年度、三鷹駅前地区まちづくり基本構想というものを策定しております。こ

れ駅前のエリアで、今後どうやってまちづくりを支えていこうかというところを取りまと

めたものなんですけれども、実は、この駅前のいろいろなまちづくりについては、昨年度

策定したものの従前に三鷹駅前地区再開発基本計画という計画がございました。これを改

定して今回、昨年度、三鷹駅前地区まちづくり基本構想というものを策定しております。 

 特徴としましては、従来の計画ですと、再開発基本計画という題名のとおり、ハード整

備が中心だったんですけれども、今後、このまちづくりでは、いろいろなソフト面での取

組なども大切だろうということで、少しそういったソフトの観点からのまちづくりに対す

る考え方みたいなものを整理してきました。 

 それとともに、この構想の位置づけとしましては、まちづくりに関する今後の基本的な

方向を示すものということを考えておりまして、こういった方法でまちづくりを進めてい

きたいなということを取りまとめた上、今後、これをたたき台にしながら具体的なまちづ

くりの取組を考えていこうというような立てつけのものになってございます。 

 本日は、そのバリアフリーという観点から関連しそうなところだけ少し拾わせていただ
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いて、御紹介をさせていただきます。 

 表紙めくっていただきますと、青く塗った図面が出てくるんですけれども、このまちづ

くり基本構想が対象としている範囲を示しております。駅前にある１７ヘクタールのこの

青色で塗った範囲を対象として、今後のまちづくりについて考えていこうということで考

えた内容になってございます。 

 それから、もう１枚めくっていただきますと、下の資料に４ページとあるページ、見て

いただければと思います。上のところに三鷹駅前地区まちづくりの５つの視点ということ

で書かせていただいておるんですけれども、この５つの視点ですね。この策定に先立って

市民の皆様に、いろんなまちづくりについてのアンケート調査をさせていただいたことを

踏まえつつ、市としての考えを５つの視点に整理しております。駅前地区でのまちづくり

について、「安全・安心」、「にぎわい」、「緑化」、「道路・交通」、「文化」、こういった視点

でまちづくりを考えていこうじゃないかと。 

 それぞれについて少し書いてありますとおり、安全・安心という意味では、協同ビル化

の推進ということで、駅前も、まちが出来上がって大分老朽化している部分もありますの

で、協同化してビルの建て替えなどの推進していくということが、今後の災害であるとか

の観点から安全・安心につながる取組の方向として取り組んでいくべきだろうというふう

に考えているところです。そのほか、防災の機能の観点であるとか、あと防犯に関するよ

うな観点でまちづくりを考えていかなきゃいけないだろうと認識しているところです。 

 ２つ目のにぎわいに関しては、この駅前地区、商業中心のエリアであることから、市と

商業者が役割分担をしながら商業の活性化に取り組んでいかなきゃいけないだろうと。駅

前の商業を、事業所としては数が減少する方向にありますので、商業の活性化を進めてい

って、駅前エリアに利便性の高い商業の場所として活性化していきたいと考えています。 

 また、市の玄関口ということで、駅前ということですので、市内の方の、もちろん利便

性もさることながら、市外からも人が訪れてくれるようなまちにしていきたいというよう

な観点でもまちづくりを考えたいと思っております。 

 それから、地域のコミュニティの場づくりみたいなことも考えていきたいと思いまして、

駅前、商業とともに、いろんな観点で市民活動なども行われる場として活用されていると

いうことで、そういったコミュニティの活性化という観点からも、それがにぎわいにつな

がるものとして、まちづくりについて考えていきたいと考えているところです。 

 それから緑化につきましては、“百年の森”構想の実現とあるんですけれども、市のほう
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で掲げております“百年の森”構想、市域全体を緑のまちにしていこうという構想がある

んですけれども、その構想では、駅前で緑の拠点をつくり、それを現在の市内の様々な緑

とつなげていくことで市域全体を緑にしていきたいというような考えを持った“百年の森”

構想というものを市のほうでつくっております。その駅前での、つまり“百年の森”構想

のスタートになる部分ということで、そういったことを、この駅前での緑化に取り組んで

いきたいということを書いてございます。そのほか、単に緑でということだけではなくて、

環境の観点で、まちづくりというのを考えていかなきゃいけないだろうということです。 

 それから、道路・交通というところで、ウォーカブルなまちづくり、まさにバリアフリ

ーの観点で、非常に関連する内容かなと思うんですけれども、商業空間ということでたく

さんの人が訪れる中で、歩きたくなるようなまちにしていきたいなということで、取組を

考えていこうとしております。 

 それから自転車・自動車に関する課題ということで、自転車、特に駐輪場がなくて路上

駐輪されて歩く方の邪魔になってしまうとか、自転車がマナーがかなり、ちょっと問題が

あるんじゃないかみたいなことも、市民の方からはお声としていただいているので、その

辺のことに関するソフト的なアプローチでのまちづくりみたいなことも考える必要がある

のかなということ。 

 それから公共交通、駅前広場ですね。バスであるとかタクシーの乗り場があるが、非常

に今、機能的には混雑した状況ということで、そういったものの解決についても何か考え

ていかなきゃいけないだろうということ。 

 それから最後、文化になるんですけども、三鷹の歴史であるとか、三鷹に非常にゆかり

のある芸術家の方々などもたくさんおりますので、そういった方々のことの情報発信であ

るとか、まちづくりのキーワードに活用しながら、三鷹の魅力というものを発信していき

たいということを考えておるというところでございます。 

 こういった視点を持って、１枚めくっていただきますと、具体的な取組ということで、

ページ数が下のほうの１１ページになっているんですけど、第３章 具体的な取組、５つ

の重点事業と書いてございます。 

 先ほどの５つの視点を踏まえて、具体的な事業として、この５つをやっていこうという

ことで書いてあるんですけれども、１番の三鷹駅南口中央通り東地区再開発事業、これは

先ほど、次のまち歩きのときに地区の周りも見ていただくようになっているところでござ

いますけれども、この再開発事業と、ほかに緑化、交通、商業空間であるとか、回遊性を
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生む道路環境整備事業、こういった５つの事業を進めていきたいということを考えている

ところです。 

 なおかつ、この５つの中で、この１番目の再開発事業を、特に最初に力を入れて動かし

ていきたいと思っていまして、これをまちづくりの起爆剤として、１番を動かし、その他

の４つも併せて並行して、まちづくりとして動かしていきたいというような考え方を持っ

ております。 

 今日はこの中から、ちょっとポイントだけにはなるんですけれども、バリアフリーとい

うことであれば、駅前の一番動きがあるというところで、１番と４番と５番のあたりを中

心に、お話しさせていただきたいと思っております。 

 １番目のところ、１ページめくっていただくと、“子どもの森”イメージ図ということで、

三鷹駅南口中央通り東地区再開発事業に、これ現在、イメージパースです。この絵の１枚

しかないんですけど、実は、この再開発事業の、今まさに地権者の皆様。この再開発事業、

結局、市が単独でやる事業ではなくて、ここのエリアに土地建物をお持ちの地権者さんた

ちと一緒にまちづくりを進めていこうという、そのお話合いを、まさに今やっているとこ

ろで、これから具体的な計画を立てる段階ということになっております。 

 なので、まだあまり皆様にお知らせできる情報がないんですけれども、ちょっとこの絵

から特徴をつかんでいただきますと、かなり緑の多いまちづくりを進めたいと思っており

ます。“子どもの森”という一応キャッチフレーズで、少し緑の多い場所をつくっていきた

いということで考えておるところでございます。 

 もう１枚めくっていただきますと、左上に４、中央通り商業空間整備事業ということを

書いてあるページがあります。５つの重点事業のうちの一つでありまして、中央通り商業

空間の整備事業ということを考えておると。 

 同じページの下のところに図面があって、青い線が入っているかと思いますけど、この

辺のあたりの、中央通りになるんですけれども、三鷹の駅前のメインストリートというこ

とで、ここの辺りの商業空間整備を進めていきたいというふうに考えておるところです。 

 冒頭にも申しましたように、商業店舗が減少しているような状況などとか、放置自転車

などが多くて歩きにくいみたいな課題があるということで、誰もがゆっくりと安心して商

業施設を利用し、移動できる環境整備が求められているという認識の下、回遊性であると

か、にぎわいの創出、景観づくり等を行って、商業者を支援していって、三鷹駅前地区を

にぎわいのある場にしていきたいというふうに考えております。 
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 商業事業などが、商業なので、商業事業者さんにも頑張っていただかなければならない

というのが多いかと思うんですけれども、それに伴走するように、市のほうでも、いろん

な施策を打ちながら、商業として活性化し、にぎわいをつくっていきたいというふうに考

えておるところでございます。 

 この地区、この青のモデル区間と書いてあるところですね。ここがちょうど１番目の再

開発と接する部分になりますので、再開発のほうでも、そのモデル区間の一部が少しまち

づくりとして動き出すというような形になってございます。 

 整備の基本方針ということで２つ挙げさせていただいているんですけれども、三鷹駅南

口中央通り再開発事業と連携して、まず道路上に共同荷さばきスペースだとか、買物の駐

輪場のスペースみたいなものを考えていきたいなと思っております。非常に商業が集積し

ているので、そういった商業への、物流系の自動車もたくさん来ていて、路上で荷降ろし

などをしていると、交通渋滞の原因になったりもしているというような状況、それから、

お買物に来たお客さんも、お客さんとしては、やはり店の前に自転車止めて、ちょっと買

物したいという気持ちも分からなくはないんですけれども、そういったものが非常に歩行

者の障害になっているというような状況を踏まえて、買物に来た方が自転車を止めていた

だけるような駐輪場というのを造っていきたいなと考えているところです。 

 それから商業空間ということですので、建物のファサードであるとか看板、こういった

もののデザインについて少し何か基準を設けて、三鷹らしい商店街としての空間づくりみ

たいなことに、デザイン的な観点から取り組んでいけないかというようなことも考えてお

るところでございます。 

 右のほうに行っていただいて、まちの活性化に向けた支援ということで、商業事業者さ

んへの支援ということで、非常にここではイベントを商業事業者さん頑張ってやられてい

ます。歩行者天国になるときなどに、ここでいろんなイベントをしたりとかいうことを行

っておりますので、そういったことへの支援であるとか、また新しい事業者さんに来てい

ただくための創業、新しく店を出していただくことの支援であるとか、あるいは高齢化し

ていて、次世代に事業を継承していくようなことへの支援、そういったことも考えていか

なきゃいけないだろうということも今後のテーマとして考えていきたいと思っております。 

 そういったことを考えていくということで、その同じページの下に、「目指すまちにつな

がるアイディア」というところで、これは市民の方からいただいた意見であるとか、市職

員のほうで考えて、具体的にこんなことができるといいんじゃないかということをアイデ
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アとして書き並べていったものです。ずばりこれをやるというよりは、こういうことがで

きるといいなという、ちょっと夢を書いてみたというような感じで見ていただければと思

うんですけれども、商業活性化に向けて、各店舗さんがいろんな情報を発信するのをお手

伝いするであるとか、三鷹産野菜みたいなものをアピールしていって地産地消みたいなこ

とに取り組んでいったりとか、空き店舗を活用して市民の出店などに何か支援できないか

とか、市民活動のための清掃をしていく、こういったことに取り組んでいきたいと考えて

いるところでございます。 

 それから、もう１ページめくっていただくと、回遊性を生む道路環境整備事業というこ

とで、歩きたくなる環境づくりに取り組んでいきたいというふうに考えております。 

 駅前で、市民の方からいただいた声としては、ゆっくり散歩や休憩ができる場所、歩き

やすい道など、散策できるまちを望んでいるというような傾向が読み取れるということで、

こういったことに取り組んでいきたいというものでありまして、できれば、ゆっくり安心

して歩けるというとともに、駅前での時間を過ごしていただけるような場所づくりみたい

なことも取り組んでいきたいと考えているところでございます。 

 整備基本方針として、歩きやすい道づくりということで、ここでもテーマになっており

ますバリアフリーに配慮ということはもちろん取り組んでいくとともに、誰もが安心して

通行できる快適な歩行空間の創出ということに取り組んでいきたいと思っております。ま

た、駅前のデッキなんかについても、将来どうするかみたいなことも考えてみてはいいの

ではないかというような話も出ておるところでございます。 

 それから、特色ある道づくりとして、少しそれぞれの道で、個性のある道づくりみたい

なことに取り組んでいけるといいなと思っていまして、先ほど商業空間で少しデザイン的

なアプローチということもありましたけども、何か路面上の色なのか、置物なのか、そう

いったものも少し個性に合わせてつくってみるようなことを考えてみてはどうかというよ

うなこととともに、右側にあります歩きたくなる仕掛けづくりということで、少しまちの

中のポケットパーク的なところにモニュメントを配置してみるみたいなことで、歩くのが

少し楽しくなる、あるいは歩く何か目的のなるようなものが用意できるといいんじゃない

かというようなことを考えたりしておるところです。 

 ここでの少しアイデアとしては、小学生や美術系大学と共同で何かモニュメントを作っ

て、三鷹らしいまちづくりにつなげられないかと。そしてスタンプラリーみたいなことを

やったらどうかとか、ガイドツアーであるとか、地図を作るとか、そういったことにも取



 -27- 

り組んではどうかというようなことが書いてございます。 

 先ほども言いましたように、基本構想ということで、まちづくりの方向性ということで、

いろんなアイデアをとにかく盛り込んで１冊にまとめるということなので、実現性といっ

た観点では少し難しいテーマもあるんですけれども、こういったことを考えております。 

 先ほど申しましたように、これから再開発も含めて、駅前のまちづくり、具体的にこの

構想をベースに考えていこうとしている段階ですので、まち歩き等で気になった点等、御

意見いただければ、反映することを考えていきたいと思っておりますので、よろしくお願

いいたします。 

 私からの説明、以上になります。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。バリアフリー視点も当然入ってくるんですが、

もっと公開すべき、まちづくりについての基本構想の説明でございました。何か質問等ご

ざいましたら挙手にて御発言いただければと思いますが、いかがでございますでしょうか。 

 言おうかどうしようか迷っていたんですが、これ、今現在、基本構想ということで、実

際、実現するかどうか、なかなか難しいことも含まれているというような説明でした。特

に再開発事業に関しまして、地権者とともに、これから再開発協同ビルや何かを造るのか

もしれませんけれども、新たに何か施設を造る、施設整備をするという段階では、不特定

多数が利用できるようなエリアに限ってということになります。ぜひ市民の方々、あるい

は障がい当事者の参画を設計段階から、いろいろ御意見を聞きながら、バリアフリー環境

を実現していくというようなことも、きちんと連携を見ていただけるといいかな。 

 今、国交省のほうでも、あるいは東京都のほうでも、当事者参加、いろいろな施設整備、

バリアフリー環境整備に関しての当事者参加ということをすごく意識してございますので、

そういう意味でも、先進的な取組になるじゃないかなと期待をしています。いつの段階で

というのは、ちょっとまだ出ていませんけれども、ぜひ御検討いただければと思います。 

 そのほか何か質問等ございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 そうしましたら、その他といたしまして、事務局から何か報告事項ございますでしょう

か。じゃ、すみません、お願いします。 

【事務局（湯田）】  ありがとうございます。都市計画課開発指導係の湯田と申します。 

 まず、報告させていただきたい事項ですが、去年の協議会の際に、この会場で御質問の

ありました障がい者用駐車場についてのお話。質問者の方につきましては市のほうから直

接御説明をしておりますが、補足的な内容も含めまして、この場を借りて御説明したいと
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思います。 

 当時お話のありました障がい者用駐車場につきましては、杏林大学病院の立体駐車場、

三鷹市の元気創造プラザの障がい者用駐車場と、市役所の立体駐車場の件でお話がありま

して、メインは市役所の立体駐車場の件になるのかと思います。 

 まず杏林大学病院につきましては、障がい者用駐車場が５台です。こちらは、障がいの

ある方が直接運転してこられたときに、御自分で降りれるスペースがある、降りる場所が

ある障がい者用駐車場の５台ですね。 

 介助者、運転手つきの方がいらしたときには、このスペースで降りていただいて、すぐ

そばの介助者用の駐車場に止めることができるとのことです。介助者用の駐車場は、この

障がい者用駐車場のすぐ脇に、１階部分で２５台、地下１階に２４台ということで、全て

障がい者用の駐車スペースとしては５４台分確保されているということがございます。こ

の場所は、立体駐車場から病棟に向かう通路のすぐ脇にありまして、非常に利便性がいい

ところなんですね。 

 一般の方が止められるかといいますと、日中は有人で人的配置がされておりまして、こ

ちらにいらした方についての誘導をされていると御説明を受けました。 

 夜間は、この写真にありますコーンは２か所ほど外しておりまして、誰でも止められま

すし、そのほかの場所もコーンをどければ止められますよということですが、まず一番混

む時間帯は、一般外来のある午前中だそうです。午後はかなりすいてくるというようなお

話がありました。 

 余談ではありますが、杏林大学病院の駐車場は減免措置がないようなので、止めれば止

めた分だけ、お金がかかるということでございました。 

 続きまして、元気創造プラザの障がい者用の駐車場ですが、こちらは１台しかないんで

すね。正面玄関の前に１台ありまして、そちらは有人管理となっておりまして、日中は、

そちらのほうで車でいらした方を、手帳等で確認していただいた上で利用していただいて

いると。１台しかございませんので、使用中の際には、道路を挟んだ反対側の市役所の立

体駐車場を御案内しているということです。夜間については人的配置はございませんし、

コーン等の配置もないので、誰でも止められてしまう状態です。ということでございまし

た。 

 最後に、市役所の立体駐車場につきましてですが、東側に障がい者用の駐車場２台、西

側に３台の計５台あります。こちらについては、車室の前に、駐車場の前にコーンが置い
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てあって、誰がどけるのかというようなお話がありまして、契約管理課のほうでいろいろ

と試行錯誤した結果、写真にありますように、注意喚起のコーンが車室の奥側に常時置か

れていて、かつ表示ですね。車椅子のマークを正面と正面上部に配置していて、注意喚起

を図っているということでございます。 

 説明につきましては以上になります。ありがとうございました。 

【佐藤会長】  ただいま、昨年の協議会で出された質問に対しての回答、質問者につい

ては、もう個別に回答しているということでございますが、この協議会で出された質問で

ございますので、この協議会メンバーで共有したほうがいいんじゃないかということで御

報告をいただきました。 

 何か質問等ございますでしょうか。 

 １点、私のほうから。市役所の立体駐車場のところのコーンに思いやり駐車場って書い

てございます。障がい者用駐車場の基本的な考え方としては、車椅子使用者専用と、そう

じゃない、足腰が弱って歩行が難しい方であったりとか、あるいは、それ以外に妊婦さん

だったりとかについて駐車場を別に用意するというのが、今、一般的な考え方になってい

るのかなと思っておるんですが、この市役所の立体駐車場のほうは、車椅子専用とはせず

に、思いやり駐車場として、それ以外の方も使っては、一般的にというよりも、お年寄り

で足腰が弱って歩くのが非常に難しいとか、つえを使っている障がいを持たれている方と

か、妊婦さんの非常に難しいとか、つらいとかという、そういう人も使用していいような、

そういう考え方になっているんでしょうか。では、よろしくお願いします。 

【管理者】  この市民センターを管理しております契約管理課の池田と申します。市民

センター内の駐車場につきましては、これ立体駐車場も含めまして平面の  駐車場もご

ざいます。その中で全体では１４台分、障がい者用の駐車場として設置をしているところ

でございます。 

 昨年、この会で御意見いただいたことを踏まえまして、今回の資料にありましたような

思いやり駐車場と書いたポールを立てて、対象者以外の方が止めにくいような工夫をした

ところでございます。 

 この思いやり駐車場につきましては、車椅子の方専用というふうにはうたっておりませ

んで、例えば妊婦の方でしたりですとか、非常に配慮が必要な方についても御利用いただ

けるような駐車場としているところでございます。 

 その１４台の中には、ゆずりあいスペースとしてうたっているようなところもございま



 -30- 

して、ここは立体駐車場じゃない部分にあるんですが、そういったところでも、配慮が必

要な方については御利用いただけるような、そういう駐車場として利用していただいてお

ります。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。 

 そのほか何かございますでしょうか。よろしくお願いいたします。 

【  委員】  この頃ちょっと電車というか、地下鉄使っているんですけども、ほとん

どの駅にホームにホームドアついているんだけど、ＪＲ三鷹さんは何か順番待ちだとか何

とか、前に聞いたときは、そういう返事があったんですけども、もうめどはついたんでし

ょうかね、ホームドアの設置について。 

【佐藤会長】  すみません、最後。 

【  委員】  今日、ＪＲは来ていないの。 

【佐藤会長】  はい。 

【  委員】  ああ、来ていないのか。じゃあ、しようがない。 

【佐藤会長】  その辺、すみません。まず一旦、議事のほう締めさせてください。 

 以上で本日の報告が終わりました。 

 最後に、今日の議題、資料１、２、３通して御意見いただきました。それ振り返りでも

いいですし、三鷹市全般を通して課題、問題と思っていること、何でも結構ですので、御

意見一言述べていただいてということで、今、ＪＲの駅のホームドアの状況どうなってい

るかというようなこと、質問がございましたけど、事務局、何か状況を把握されています

でしょうか。 

【事務局（高橋）】  都市整備部調整担当部長の高橋と申します。今、ホームドアの件な

んですけども、うちのほうもＪＲさんといろいろ調整はして話は聞いて進めているところ

です。ただ、まだ実際にその整備がいつかというところまでのはっきりしたコメントは出

ていないんですが、ただ、ＪＲさんのほうも順次進めているということで、総武線の駅に

つきましては多分、都市部のほうから、少しずつ始めているというところがありますので、

そういうのも含めて、こちらのほうにも順次進めてきているということで、また聞いてい

るのは、例えば急行とか快速が止まらないところをというところで、なるべく、やりやす

いというんですかね、同じ電車が止まるようなところを今後というところでは聞いている

ので、そういうところを。三鷹といえば総武線も止まると思いますし、そういうところを

少しずつやっているということなので、また情報とか何か分かりましたら、タイミング見
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て皆さんのほうにお知らせしたいと思いますし、あと、ＪＲではないんですが、京王線の

ホーム、三鷹台駅のほうにつきましては今年度行うような話を今日も聞いているところで

ありますので、そういうところも少しずつ進めて、市内にも進めてきているということで

情報はあります。 

 以上です。 

【佐藤会長】  協議会でそういう質問、御意見が出たということはＪＲさんのほうに伝

えていただければと思います。 

 そのほか、全体通して何かお気づきの点ございましたらお願いしたいと思いますが、い

かがでございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 そうしましたら、時間もちょうどぐらいになりまして、終わりの時間近づいてまいりま

したので、まず江守副会長のほうから講評というか、コメントのほうをお願いいたします。 

【江守副会長】  皆様どうもありがとうございます。来年度の改定に向けて、ぜひ皆様

と協力しながらまとめていきたいと思いますが、私自身、一番重たいなと思っているのが、

資料２の、先ほど質問させていただいた（２）の未実施特定事業についての現状の課題を

踏まえた事業の改善点と再設定というところかと思っています。 

 実は三鷹バリアフリーまちづくり基本構想２０２０と書いてあって、目標年次ですぎて

いますが、達成度が１００％に行きませんでした。ということで、積み残しがあるわけで

すね。その積み残しには、いろんな種類があります。 

 実は１０年たって、違う方法があるだろうとか、もともとやろうとしていたところが、

そもそもなくなっちゃったとか、そういった様々な状況がありますので、いろいろ検討を

再度しなければならないなというところが現状にございます。 

 ということで、事業者の皆様には、状況を忌憚なく報告というか、どうも予算が取れな

そうとか、ちょっと本質的なところを言ってほしいなと思っています。 

 事務局のほうは逆に、元々この課題って何で改修しなきゃいけなかったんだっけな？と

いうのをちょっと思い出していただきたいなと思っています。要は、目的がバリアフリー

整備になっちゃいけないな。つまり、物の整備が目的、方法が目的になっちゃいけないな

ということですね。そこをちょっと再度、見直しというか、考え直しというか、ちゃんと

思い出しをしなきゃいけないなというのが一番です。 

 道路空間も利用交通モードが１０年前だと全然変わってきて、例えばキックボードが車

道に入るとか、それから６キロ以下は歩道に入れるとか、それから私、実は今、国土交通
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省の政策総合局の歩道空間のバリアフリー、ネットワークデータ整備ワーキンググループ

で委員をやっているんですけれども、配送ロボットのための歩道空間のデータを一気に整

備していこうということで、東京都はＰＬＡＴＥＡＵという形で地図の総合化をやってい

ますけれども、配送ロボットのための歩道って、どういったデータが必要で、それがある

と配送ロボットにプログラムにできるねということを、ちょっと整備始めているんです。

その整備の根底にあるのが、実は車椅子が通れるかどうかなんですね。昔は車椅子の方に

歩道を移動円滑化に使ってもらうということが目的でしたけども、延長してロボットが、

そこには通るため。 

 そういう歩道がある地域は価値が上がるのじゃないかというようなことで、少し移動円

滑化を延長した形で、まちづくりも捉えていただければいいかなと思っています。 

 私からは以上です。 

【佐藤会長】  ありがとうございました。最後、江守さんが非常に重要なポイント指摘

されましたので、私は特に追加することないんですが、１点言うとすると、今、江守さん

がハード整備ですね、バリアフリーハード整備というのは方法であって、それが目的化し

ちゃいけないということを言ったのかと思います。 

 最近は私が友人なんかと議論に出る、アウトカム。バリアフリー環境が変わってきた、

整備されたことによって、当事者を含む市民の生活がどう変わったのか、どれだけ充実し

てきたのかということを評価しなければいけない。じゃあ、どうやって評価するの、なか

なか難しいよねというような議論をちょっとしたことがあるんですが、やっぱり我々、基

本構想というのは、市民の生活どう変わったのかというところをゴールとして、いろいろ

考えていく必要があるだろう。場合によっては、将来的なものを評価するためには、今ど

うなのかというものも市民の皆さんに聞いていって、整備された後、じゃあ、その評価が

どう変わったのかというビフォーアフターで評価しなければいけないことというのは多い

かと思いますので、そんな視点も、市民調査をやるとするならば、盛り込んでおいたほう

がいいのかなと考えていることでございます。 

 あと、最近の情報というか、国交省、私、建築のほうなので、建築のほうの状況として

は、バリアフリー法の建築基準の改正を今、検討しています。改正の土俵に上がっている

のが、今説明ありましたけれども、車椅子使用者用の駐車場の附置義務基準を、今１台な

んですが、それを駐車区画の数によって増やしていきましょう。駐車区間の何％だったか、

詳しいこと言えませんけど、増えていくような、そういう義務基準化しようというような
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考え方が一つあるということと、車椅子使用者用便房も、建物に１あればいいというよう

な考え方、義務基準としてはですね。それを延べ床面積あるいは階数によって増やしてい

く。今トイレがあるところには必ず車椅子使用者用便房を設置しなくちゃいけないという

ような考え方もあろうかと思いますが、その辺の基準改正を今、国交省のほうで御検討し

ています。あと、オリパラの流れで、いろんな観覧席を有する施設の車椅子用の観覧席の

数も増やしていきましょうというようなところ。 

 その３つをポイントに今、基準改正の検討が進められていますので、次年度のこの基本

構想改定には間に合わないかもしれませんが、そういう動きがあるというところはちょっ

と意識しておく必要があるかなと思ってございます。 

 ということで以上でございますが、追加として、今回、１１月１日にまち点検するのは、

三鷹駅前地区を中心に点検いたしますが、冒頭、後藤委員から意見がありましたとおり、

ほかの地区でもいろいろ見直さなくちゃいけないことが多かったようです。お気づきの点

があれば事務局まで情報提供いただければというふうに思っておりますので、よろしくお

願いをいたします。 

 私からは以上でございます。 

 ということで、本日の日程が終了いたしました。 

 それでは、事務局のほうにマイクを一旦お戻しいたします。 

【事務局（柳内）】  佐藤会長、江守副会長、ありがとうございました。 

 ここで事務局から幾つか事務連絡をさせていただきます。 

 配付資料として意見票を御用意しておりますので、ぜひ事務局まで御意見お寄せくださ

い。 

 また、次回、第２回三鷹市バリアフリーのまちづくり推進協議会は来月１１月１日水曜

日１３時３０分からになります。まち歩きグループＡ班、Ｂ班は三鷹産業プラザ７０１会

議室、Ｃ班は下連雀しらかば児童公園に集合となります。Ｃ班の方で集合場所までの行き

方について御不明な方は事務局までお声かけください。 

 また、その際、本日お配りした茶封筒の中の資料につきましては、次回第２回協議会の

際にお忘れずにお持ちいただくようお願いいたします。 

 なお、本日お車いらしている方で、駐車券の認証処理がお済みでない方は、事務局まで

お声かけください。 

 また、帰りの際、傘などお手回り品お忘れないよう、御確認のほどお願いいたします。 
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 それでは、これをもちまして本日の協議会を終了とさせていただきます。本日は長時間

にわたり会議に御出席いただき、ありがとうございました。お気をつけてお帰りください。 

 

―― 了 ―― 

 


